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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは当初3年間（2017-2020）で完遂の予定だったが、2020年度以降コロ
ナ・パンデミックの影響で海外渡航制約、海外研究者との協働の停滞などが重なり、結果的に2年間遅延した。
しかし、その間に国際会議・ワークショップ、学会発表・報告、ジャーナル投稿論文、共著本執筆などで多くの
成果を挙げることができた。これらの成果はいずれも、エネルギー・原子力政策、核不拡散、核抑止と安全保障
に関するもので、更に共編著書３点の作成が進行中である。

研究成果の概要（英文）：The project was initially scheduled to be completed in three years 
(2017-2020), but was delayed for two years as a result of restrictions on overseas travel and 
stagnation in collaboration with overseas researchers due to the corona pandemic FY2020-2022. In 
spite of the delay of the project, many results were achieved through international conferences and 
workshops, conference presentations and reports, peer-reviewed academic journal articles, and 
co-authored book chapters. All of these academic outputs relate to energy- and nuclear policy, 
nuclear non-proliferation, and nuclear deterrence and security. In addition, three further co-edited
 book projects are ongoing.

研究分野：技術と安全保障、科学技術と社会(ST&S)、政治経済学

キーワード： 技術と安全保障　原子力　エネルギー政策　　核セキュリティ　核物質管理・核不拡散　環境政策　政
治経済分析　核兵器問題

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクト最大の特長は、通常異なる分野で扱われる原子力エネルギー政策、核物質管理問題と核兵器・技
術安全保障を統合的に分析した点にある。その為、学会報告や学術論文などを通じて、従来にない観点からの分
析を提示することができた。また、エネルギー・環境政策に関する海外の計量経済学者との国際共著論文は、い
ずれも従来の固定概念に挑戦する新たな分析で、論文の引用頻度も高い。更に、研究代表者が現在理事を務める
学会で、斬新なエネルギー原理の新理論紹介を企画するなど、総じて旧来の学説に新風を吹き込むことが出来た
と自負している。実際、日本のポスト・フクシマの原子力政策及び安全保障政策は近年大きな変化を遂げている

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本プロジェクトは当初3年間（2017-2020）で完遂の予定だったが、2020年度以降コロナ・パ
ンデミックの影響で海外渡航制約、海外研究者との協働の停滞などが重なり、結果的に2年間遅延
した。しかし、その間に国際会議・ワークショップ、学会発表・報告、ジャーナル投稿論文、共著
本執筆などで多くの成果を挙げることができた。これらの成果はいずれも、エネルギー・原子力
政策、核不拡散、核抑止と安全保障に関するもので、更に共編著書３点の作成が進行中である。 
1) 国際会議・ワークショップは、国連機関(CTBT)と共催のワークショップ(2017)、著名な国際
NGOと共催のワークショップ/シンポジウム2件(共に2017)、国際機関(EU, IISS) から招聘さ
れたパネリストとしての国際会議発表が4件(2018, 2019, 2020, 2021)、座長・討論者・報
告者などを務めた国内学会は7件、指導学生との共著の学会発表は12件（内2件は指導学生と
の共著で若手・学生セッション優秀賞を受賞）であった. 

2) ジャーナル投稿論文では、査読付き国際ジャーナル論文で7本、学会誌書評3本、学会
Proceedings指導学生などとの共著論文13本、エネルギー業界誌エッセイ1本を出版した。 

3) エネルギー及び安全保障に関する共編著本を２冊出版し、更に更に共編著書３点の作成が進行
中である。 

２．研究の目的  
本プロジェクト最大の特長は、通常異なる分野で扱われる原子力エネルギー政策、核物質管理問
題と核兵器・技術安全保障を統合的包括的に分析した点にある。その為、学会報告や学術論文な
どを通じて、従来にない観点からの分析を提示することができた。また、エネルギー・環境政策
に関する海外の計量経済学者との国際共著論文は、いずれも従来の固定概念に挑戦する新たな分
析で、論文の引用頻度も高い。更に、研究代表者が現在理事を務める学会で、斬新なエネルギー
原理の新理論紹介を企画するなど、総じて旧来の学説に新風を吹き込むことが出来たと自負して
いる。実際、日本のポスト・フクシマの原子力政策及び安全保障政策は近年大きな変化を遂げて
いる。 

３．研究の方法 
本研究プロジェクトでは、文献資料調査やインタビューなど含む定性的事例分析と、エネルギー
政策に関してはデータ収集・分析による計量経済学手法を用いた定量分析とを併用した。 

４．研究成果 
日本の原子力政策は、福島第一原発災禍以来、10年近く停滞した。事故後に新たに設立された原
子力規制委員会の安全対策要求は厳しく、それに伴う巨額の安全対策費用から、停止された原発
の再稼働を大きく遅らせている。また厳格な核物質管理規制は、日本における核科学研究全般を



抑制して、原子力技術研究開発も含む核科学研究全般の停滞に繋がりかねない状況にある。不測
のリスクと原子力の安全性とが両立する最適解の発見は容易ではない。他方、フクシマ以来の原
子力への不信から、原子力技術関連研究・開発も長らく滞った。本プロジェクトでは、エネルギー
安全保障や原発に対するテロ・武力攻撃に対処する為には、より安全で効率的な廃炉技術や、仮
に攻撃されても放射能被害が限定的になる小型原子炉、核廃棄物を無害化する革新的原理の理論
研究などの研究開発の重要性を早くから指摘してきた（『エネルギーレビュー』2020、日本核物
質管理学会企画セッション2020, 2021など）。同様に、エネルギー安全保障の観点から、大容
量発電所から長大な送電線で電気供給する現行システムは、自然災害や有事の武力攻撃に対して
極めて脆弱な為、本プロジェクトでは、小型原子炉と再生可能エネルギーを巧く組み合わせた地
産地消型のエネルギー供給システムへの転換の必要性が、エネルギー安全保障上最も望ましいと
結論する。 
　海外研究協力者（計量経済学者）との共著論文では、環境経済学的観点から、OECD諸国にお
ける原子力と再生可能エネルギーの相関性、気候変動資金の効果などを分析した。その結果、再
生可能エネルギーが増えれば消費電料に占める原子力の割合が減るという一定の相反関係はある
ものの、その効果は限定的で、再生可能エネルギーを大幅に増やしても原子力依存度低減の効果
は限定的であることが分かった（Environmental Economics and Policy Studies 2020) 。また、
OECD諸国による途上国への気候変動資金援助による二酸化炭素排出度抑制の効果は、化石燃料
資源の豊富な受領国では限定的な一方、化石燃料資源の貧しい受領国では効果が大きいことが分
かった（Journal of Environmental Economics and Policy 2021）。 
　研究代表者が理事を務める日本核物質管理学会年次大会では、指導学生（博士課程、修士課
程）が毎年発表報告を行うが、核兵器小型化傾向とその検知の困難さに警鐘を鳴らした学生は
「若手・学生セッション優秀賞」を受賞した。また博士課程院生は日本とインドの原子力協力協
定の重要さに着目した研究を多数発表した。例えばインドでは長年高速増殖炉開発を進めてきた
実績があり、米国も含めた日米印の高速炉技術協力も検討に値する。 
　本プロジェクト最終年に発生したウクライナ戦争で、ウクライナの原発や核関連施設がロシア
軍によって攻撃・制圧された事実から、核関連施設は有事の際、攻撃標的になると考え、ミサイ
ル攻撃や特殊部隊による破壊工作なども想定する必要がある。核燃料サイクル関連施設をはじめと
する原子力関連施設は、有事の際には、安全保障上、最大のリスクになりえるという認識での対
策が求められる。因みに、2022年6月、日仏は使用済み核燃料再処理で生じたプルトニウムのフ
ランスへの譲渡を合意したが、「民生利用」を謳っているとは言え、核兵器国が更に核分裂物質
保有を増やすのは、国際的な核軍縮に照らして好ましくない。核燃料再処理で生じた日本起源の
プルトニウムは、日本国内でエネルギー源として安全に消費するのが筋で、その為の一層の技術研
究開発も必要になる。  
　 
本プロジェクトの結論 
自然災害や有事の武力攻撃、グローバルサプライチェーン混乱などのリスクに対応する為には、再
生可能エネルギーと小型原子炉を巧く組み合わせ、長大な送電線に依存しない、地産地消型のコ



ンパクトな分散型エネルギー供給システムへの転換がエネルギー安全保障上最も望ましいと結論
する。分散型システムは必ずしも経済的に費用対効果が高いとは言えないが、大型原子炉がフク
シマ・チェルノブイリ型災禍や、ロシア軍に制圧されたウクライナのザポリージャ原発の例から
も、大型原発の潜在的リスクはあまりにも大きく、それは平時の経済性をも相対化する問題であ
る。また、膨大な核廃棄物も、環境汚染のみならず、テロ攻撃や有事の武力攻撃の標的となれば
甚大な被害をもたらすので、核廃棄物無害化技術の一層の研究開発が喫緊の課題である。核廃棄
物問題の根本的解決の為には、旧来の理論体系に囚われない革新的な理論・原理が不可欠であ
り、原子核工学・核科学分野の基礎研究の一層の促進が必要である。原子核工学・核科学分野の
基礎研究は、原子力安全性の向上にも不可欠であることを強調したい。 

以上
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